
水着の着用機能性に関する研究
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（共同研究者） 同　　　　　卜

総　 括　　　　　　　　I ． ‥‥‥　 ‥

婦人用水 着の着用機能性に関する検討を行い，

次の事実を明らかにした．　　　卜　　　卜

i ）水着着用時の快適衣服圧は身体各部位によ

り異なる．すなわち，伸縮性編織物を用いて ，身

体各部位ともに快適な衣服圧を得るような水着を

生産するためには，型紙のサイズおよび形態とし

て ，単純にその編織物の伸縮性に応じて，各水着

部位ともに対応身体寸法よりも一様の割合で縮少

したパターンを用いたので
．I
は，満足すべき結果が

得られず，部位により，パターンの身体寸法から

の寸法縮め率を変える必要かおる． ………1　ヽ　 ぺ

ii）肌および水着ともに乾燥の状態で水着を着

用している場合と，肌および水着のいずれもが水

にぬれた状態で水着を着用している場合のいずれ

であうても，身体各部位が快適と感じる衣服圧の

大きさには差が認められない ．すなわち，水着用

材料として は，乾燥・湿潤の両状態における伸長

応力挙動に関しては，できるかぎりその差の少な

い編織物が望ましい．　　　　　　　　　　 こ

iii）水着着用時の不快感として，水着の水ぬれ

時に生ずる冷感および皮膚へのまつわりつき感が

挙げられ，水着用材料としては，これらの不快感

の少ないものが望まれる．　　　　 卜

iV）前記第ii項の特性を満足させるための水着

用材料としては，ポリエステル繊維などよりなる

乾湿伸長応力比が1 に近い編物，あるいはスパ ン

デックス使用の編織物などの合成繊維を用いるこ
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とが望ましく，前記第iii項の観点からは， 羊毛

繊維が最も望ましい．

そこで，これらの着用機能性から考えた水着用

の最適材料としては，＝jア・ヤーンとしてはポリ

エステルやアクリル，＝あるいはスパンデックスな

どを用いることにより，乾湿時の伸長応力の差を

少なくさせ，カバー・ヤーンとしては，ウールを

用いることにより，水ぬれ時の肌ざわりをよくし

たコア・スパン・ヤーンからなる伸縮性の大きい

編地：（コア・ヤーンとして伸縮性の大きいスパン

デックスを用いた場合は織物でもよい）が望まし

いということになる．

1．緒　　論

数多くの種類があり，また，それぞれに特徴の

あるlスポーツウェアの中でも，水着が特に他のス

ポーツウ洫アと異なる点は，他のスポーツウェア

よりも一段と肌に密着して着用されることに加え

て，水にぬれた状態での使用が当然視されること

である．

そこで，本研究においては乾燥状態 のみなら

ず，湿潤状態をも含めた婦人用水着の着用感に関

する問題を取り上げ．着用感の評価には官能検査

に加えて，物理試験の併用を試みた． ／

水着の着用機能性に与える主な要因としては，

布地物性の適否および水着のパターン形状の良否

の2 つが考えられる．そこで本研究はこれらの2

点に重点をおき，快適な着用感を有する水着生産

のために必要な水着パターンを作成するための基
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礎資 料 としで √適正 衣 服圧を求 め ，こ の結果 に基

づ き。適 正な 形態お よ びサ才 ズめ水 着パ タし シを

設計 す るた めのパ タ ーン寸法 縮 め率算 出法を 確立

す ると と もに ，着用 感 から考え た 水着用 生地 のた

め の要求特 性 を明 確に し，さ らに と の結 果を もと

に して ，望 ま しい 水着用 生地 の開 発を行 う ことを

目的 と した 。

2・．実 験 方 法　 卜　　 卜 卜　　　 ・二

（1） 着用時圧迫感および運動機能性　　　　 卜

水着に要求される水ぬれ時をも含めた着用時の

適正圧迫感および運動機能性の検討に際しては，

素材および仕上りサイズ（寸法縮め率）を各種変

化させた試験用水着（試料明細は後述する．）を作

成し，これらの各試料を乾燥状態および水ぬれ状

態で着用させ，卜それぞれの静止状態時および各種

運動動作時の各身体部位に お け る 着用感覚を．

「きつい亠＼「やや きつい」，「適当」，‥「ややゆる

い」，「ゆるい」の5 段階評価するとともに，衣服

圧計を用いて，身体各部位の各動作時における衣

服圧を測定した．

（2）卜肌ざわり不快感　　 ‥‥‥‥‥‥，‥　 ‥‥

予備実験により，水着の着用性能からみた問題

点として，前記の着用時圧迫感および運動機能性

の他に，＝水着の水ぬれによる冷感および肌へのま

つわりつき感があることか判明した．そこでけこ

れらの不快感についての試料間の差を，官能検査

により判定した，卜　　　　 ．．・．・．．・　　　　・・

／A ）冷感に つ い て は√各試料布を十分水に浸

し，軽く水を切った状態で軽く肌に接触させ，そ

の時の冷たさの 感じをThurstone の一対比較法

に準じて，冷たい方を －1， 同じ場合には0　，　冷

たくない方を ＋1 というスコアを与え，試料ごと

の平均スコアを求めたレ　　　　　　 ト

∧B ）：＝まつ わり：つき感に・ついては，十分水にぬら

した各試料布をそっと腕に密着させ，軽く腕を動

か した時 に感 じる布地 か腕にま つ わ りつ くような

異和 感を ，〉「非 常に まう わり つ き を 感 じ る：5

級 」，「かなり まづ わりつ きを 感 じる ：4 級」，「や

や まつ わりつ きを 感じ る：3 級」，「 わず かなが ら

ま つ わりつ きを感 じる ：2 級亠 「全 くま つわりつ

きを 感 じない ：1 級」 とい う感覚 で の5 段階 の級

別判 定を 行 った ．

（3） 実験用 試料

A ） 布鰮 ：本 実験に用 い た 布 地 は √ナイロ：ン

6 ， ナイ ロ ．ン6 ・6， ポリア ク リル， ポリエ ステ ル

（2 種 類），木 綿 ，羊 毛 の比較的 編物 密度 や厚さ の

似 通 った二 段両面 丸編 みジ ャー ジお よび ナ イロ ン

6 のTwo －way ト リコ ット の 計8 種類 であ る ．

＝B ） 基準パ タ ー ン：実 験用水 着 の 基準 パタ ー冫

は ，被 験者 の身 体に合 わせて 立 体裁 断 の手 法によ

り ト ワールを 用いて 作成 した ，な お ，基 準パタ ー

ンは ，前身 頃，脇 身頃 ，後身 頃 ，二ま ち の4 パ ーツ

からな る背 ぐり ，∇胸ぐり と もに比 較 的浅い シング

ル タ イプ のワ ンピー ス型 であ る ．水 着 のデ ザ イン

形 状 も着心地 に大 き く影 響を 与え る が，＝本 実験に

お いて はす べて この基 準パタ 十 ンを 原 型 とし，次

項 に説 明す るサ イズのパ タ ーンへ と変 形し て着用

実 験に 用い た ．卜　　 … ……………，… … ………… …1・　．

C ） 試料 サ イズ（パ ター ン縮 め率 ）： 前記B 項

の基準 パタ ーンは ，伸縮性 のな いト ワー ルを 用い

て √被 験者 の身 体に正 確フ ィデトす るよ うに作成

し た もめであ る が，実 験用 試料 布 と して は √いず

れ も伸 縮性 のあ る各種 の編地を 選定 し て い る の

で 崕実 験用水 着作 成にあ たって は ， その 伸縮性 の

度合 い に応 じて ，原 型より も縮 めた サイ ズのパタ

ーンを 作成 した ， ・・　　　 …… 二 ‥ ‥． ‥ ‥

パタ ー ン縮め率 は，横方 向に 各部 位 と もiO ％縮

め た ものを 標準 とし，さ らに ，伸び に くい 試料に

つい て は5 ％ √伸 びやすい 編地 につ い て は20 ％お

よ び25 　％， さら に伸びやす い布 地に つい て は縦方

向 ，横方 向と＼も15 ％ 縮めた ものを 作 成し た ．



3。実験結果および考察

倒　 着 用 圧 迫 感 か ら み た 適 正 縮 み 率 な ど　 ＝…………

身 体 各 部 位 の 寸 法 に 対 し 七 横 方 向 に 同 一 の 割 合

で 縮 め ら れ た 一 着 の 水 着 で も ， 着 用 時 の 衣 服 圧

は ， 各 部 位 に よ っ て そ れ ぞ れ 異 な っ た 値 を 与 え

る 。　　l ．’‥　　　　　 ．・　
■
■　㎜　■　　　　■　　 ■　㎜　■■■■

そ の 理 由 と し て ， 身 体 表 面 の 曲 率 は 部 位 に よ っ

て 異 な り ， ま た ， 衣 服 圧 は 布 地 の 伸 長 応 力 に 比 例

す る と と も に 曲 率 半 径 に 反 比 例 す る1 ）と い う 事 実

に 起 因 す る ば か り で な く ， 身 体 の 断 面 形 状 が 必 ず

し も 凸 形 状 ば か り で な く ， 部 分 的 に は 凹 形 状 か あ

っ た り ， あ る い は 水 着 の デ ザ イ ン 形 状 面 で か な り

浅 く し た と は い え ， 背 や 胸 の 上 部 に く り が あ る こ

と に よ り ， 部 位 に よ っ て は 必 ず し も 横 方 向 に 一 様

の 張 力 が か か っ て い る わ け で は な い こ と ， な ど の

影 響 が あ げ ら れ る ． ま た ， た と え 同 一 縮 め 率 の 水

着 で あ っ て も ， 布 地 の 伸 長 応 力 が 異 な れ ば ， 当 然

の こ と な が ら ， そ れ に 応 じ て 衣 服 圧 は 変 化 す る ．

さ ら に ， 横 方 向 だ け を 身 体 の 寸 法 よ り 縮 め た 水

着 で あ っ て も ， 着 用 時 に は 縦 方 向 （ た と え ば 肩

部 ） に も 応 力 が か か る が ， こ れ は ， 水 着 着 用 に よ

り 編 地 が 横 方 向 に 伸 ば さ れ た 時 に ， も し 縦 方 向 が

フ リ ー ・ テ ン シ ョ ン な ら ば 縦 方 向 の 布 地 収 縮 か 見

ら れ る と こ ろ を ， 身 体 の 元 の 縦 方 向 寸 法 に ま で 編

地 が 縦 に 引 き 伸 ば さ れ 着 用 さ れ る こ と に な り ， こ

の 伸 長 応 力 が 衣 服 圧 と な っ て 表 わ れ る か ら で あ

る ．

と こ ろ で ， 一 般 の 衣 服 で あ れ ば ， 衣 服 圧 が 小 さ

い ほ ど 圧 迫 不 快 感 も 少 な く ， か つ 運 動 機 能 性 に も

富 む た め 着 心 地 が よ い と さ れ て い る ． 着 用 時 の 衣

服 圧 が 高 す ぎ る と い う こ と は ， も と も と 身 体 に 圧

迫 感 が 加 わ り 不 快 で あ る ば か り で な く ， こ れ に さ

ら に 運 動 の た め の 伸 長 を 加 え よ う と す る な ら ば ，

そ れ に 必 要 な 伸 長 応 力 を さ ら に 加 え な け れ ぱ な ら

な い た め 運 動 機 能 面 で 問 題 で あ り ， そ の 伸 長 抵 抗
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に打ち勝って運動した場合には，衣服 圧も．一段と

加わり，さらに圧迫不快感が増すのは 当然である

が，水着の場合では，その逆に衣服圧 が小さすぎ

るというてことも，羞恥心やだぶつき感 ，しあるいは

身体のスタイル表現性などのために， かえうて．着

用時の不快感が増すという現象が見 ら れる．：この

ように婦人用水着では，ある程度の衣 服圧のある

ものがかえ って好まれるが，その適正 衣服圧は，

身体部位によっても水着のスタイルに よっても異

なる．このことは，身体各部ともに適 当な着心地

を持つ水着を生産するためには，水着 のノタターン

は，身体寸法に応じて各部位を一様の割合で縮め

た ものであってはならないということである．

なお，この適正衣服圧は，ある程度 の個人差は

あるが，肌および水着のいずれもが乾 燥の状態で

水着を着用している場合と，肌および 水着のいず

れもが湿潤あるいは水ぬれの状態で水 着を着用し

ている場合の2 つの着用条件において ，身体各部

位ごとの適正衣服圧の差は認 められな い．：このこ

と は，水着用の布地としては，乾燥時 と湿潤時と

の伸長応力比が1 に近いものの方が望 ましいとい

うことである．

身体各部位の適正一衣服圧値および身 体各部位の

曲率値により，次式1）を用いて近似的 に，快適な

着心地を有する水着のための身体部位 ごとの着用

時適正伸長応力値を算式するこ と が で き，さら

に，使用する水着用編織物の乾燥時お よび湿潤時

の伸長応力曲線に身体各部位の適正伸 長応力値を

あてはめることにより，各布地ごとに 水着用型紙

作成のための身体各部位別のパターン適正縮め率

を求めることができる．

？－7
・h　T
｀゙

一一 ＋－ph　　pV

？：適正衣服圧

Th ，八 ：水平，垂直方向の張力

ph，pV：水平，垂直方向の曲率 半径
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（2） 水ぬれ時肌ざわり不快感に与える繊維素材

卜　　の影響　　　‥　卜　 ‥‥‥‥ ‥

圧迫感および運動抵抗性以外にも，水着の着用

機能性に影響を与える要素はかなりの数にのぼる・

が，それらのほと・んどは他の一般スポーツウェア

にも共通す，る問題であるが√特に水着固有の問題

としては，二水ぬれ時の冷感および肌ぺのまうわり

っきという不快感が挙げられる√… ……………

この水ぬれによる肌へのまっわりっき感および

冷感の度合いは，いずれも水着用編織物の組織，

表面状態，構成単糸形状などに関係するが，繊維

素材の種類による差がかなり大きい．　J

水ぬれによる各試料の温度低下は，表面温度計

などを用いて単純に表面温度を測定したのでは，

水ぬれ時には水温と，また，湿潤時には乾湿球温

度計の湿球温と同値であり，試料閧の差を検出す

ることは困難である．（これの差の検出法につい

ては別途発表の予定）．しかしながら，皮膚面での

官能検査では，明らかに繊維素材間の差が認めら

れ，一例として2 冂2 ）A項記載の方法による実験

結果を示せば，羊毛では0．75以上，合成繊維では

0．17～－0．28，木綿では－0．6以下の差を示す．

また√水ぬれによる水着の皮膚へのまうわりっ

き感にっい七も，2 ．（2）B項記載の方法による官

能試験結果によれば，羊毛が最も水ぬれ時のまつ

わりつき感が少なく4 級以上の値を示すが，合成

繊維や木綿では3 ～1 級の値を示す．

この水ぬれによる冷感およびまつわりつき感と

いう着用時の不快感を減少させる手段としては，

編織物の組織の選択，表面構造変化あるいは繊維

の薬剤加工などの手段もあるが，最も簡単な改善

手段は，水着用編織物の表面を羊毛で構成するこ

とである．　　　　　，．

水着の着用機能性に関する研究結果の概要を以

上のとおり報告します．

（付記）

本研究に際しては，本学卒業論文研究生，岡野

和美，山脇加代両嬢の協力を得たこと，および，

研究費の一部をデサントスポーツ科学振興財団第

2 回研究助成金に仰いだことに対して，ここに感

謝の意を表します．

なお，首記「総括第iV項」 に記載の「良好な着

心地を有する水着用材料」に関しては特許出願中

（特願56 ―044489）．
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刊行委員会，昭和50年12月20日発行
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